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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

　　　　　　　　　　　　記

１．平成18年3月期　単体業績予想数値の修正（平成 17年 7月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日）
（単位：百万円、％）

売上高
経常利益又は
経常損失（△）

当期純利益又は
当期純損失（△）

前回発表予想(Ａ)
（平成 18年 1月26日 発表）

400 △ 30 △ 10

今回修正予想(Ｂ) 360 0 20
増減額(Ｂ－Ａ) △ 40 30 30

増減率 △ 10.0 ー ー
前期（平成17年6月期）実績 83 172 259

2．理　　由

3．参　考　資　料

　平成18年3月期　連結業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日）
（単位：百万円、％）

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 17年 11月8日 発表）
72,200 7,200 3,700

今回修正予想(Ｂ) 74,000 9,400 5,200
増減額(Ｂ－Ａ) 1,800 2,200 1,500

増減率 2.5 30.6 40.5
前期（平成17年3月期）実績 66,296 6,430 2,013

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18年 1月 26日に公表した株式会社キョーリンの業績予想
を下記のとおり修正します。

　売上高につきましては、当期売上高予想は３６０百万円となる見込みです。
　利益面ではコスト負担の変更による経費の減少により販売費及び一般管理費が当初予想を下回り、こ
の結果当期経常利益は0百万円、当期純利益は２０百万円と当初予想を上回る見込みです。

備　考
　本資料に含まれる業績予想及び将来の予測は、現時点で入手される情報に基づくものであり、潜在的
なリスクや不確実性が含まれております。したがって、実際の業績は、様々な要因によりこれらの予想と
異なることがありますことをご承知おき下さい。

注）（株）キョーリンの連結財務諸表作成は完全子会社となる杏林製薬（株）を平成18年3月末日に取得した
ものとして作成いたします。従いまして、平成18年3月期では損益を取り込むべき会社・関連会社がないため
連結業績はございません。

　実質的な（株）キョーリングループの業績を表す杏林製薬（株）の平成１８年３月期の連結業績見
込みは下記の通りです。なお、本日、杏林製薬（株）の連結業績見込みにつきましても修正を発表
させていただいております。

杏林製薬株式会社　連結業績予想


